
【議論１】前回発行した『ごみ情報誌へらすぞう』についての反省

前回のへらすぞうについて、掲載内容と伝えたかった部分などを整理して、今年のへらす

ぞうを発行するに当たっての改善点の洗い出しを行いました。

前回作成した『ごみ情報誌 へらすぞう２８号』



打合せの中で出た、前回の反省と今年のコンセプトは以下のとおりです。

【前回の反省】

・コンセプトは「繰り返し保管して見続けてもらえるもの」

→レシピ等を大量に載せたが、字が多くて読むのが面倒になってしまう。

・レシピの文量を優先した結果、子ども食堂、ごみ袋の減量記事、ＥＭ菌堆肥化の記事が

ＷＥＢ掲載（ＱＲコード掲載）になってしまった。

→役所的で万人受けをするが、誰かに刺さる内容ではない。

→子ども食堂の取材やごみ袋の減量など市民に周知したい内容がぼやけてしまった。

残念ながらＷＥＢ掲載になってしまった、子ども食堂の記事（左）と、ごみ減量で家計と地球を守ろ

うの記事（右）

【今年のコンセプト】

「行政っぽいデザインから脱却、手に取って読みやすくぱっと見で分かるものへの転換」

「ターゲットを明確にして、ターゲットが興味のある記事にフォーカスする」



「教科書的な内容ではなく、興味を持つきっかけにする。」

→文書を読ませるのではなく、斜め読みで概要がはいってくる図・写真が多いデザイン

→内容を細かく教える内容だと、押しつけのように感じてしまう。みんなが持つ疑問などを

列記して「共感してもらえること」を重視する。

→ぱっと見で伝わる事を考えると、テーマを選別、フォーカスすべき。

具体的に掲載したいテーマの案として以下のものが挙がりました。

①小学校でのごみの出前授業、ごみ減量と教育の関係について

②海ごみとプラスチックスマート（プラスチック廃棄と環境負荷）

③能登半島地震から１年経過した節目に、災害廃棄物対策の啓発記事

④過去に連載した「ごみのゆくえ」をもう一度掘り下げる

⑤「ものとの付き合い方」「ごみとの付き合い方」に関する世代ごとの違いを学ぶ

⑥衣類のリサイクルとエシカル消費

⑦草や枝の自家処理の推進


